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教 員 研 究 活 動 一 覧
2016. 1 － 12　

基盤看護学領域
看護教育学分野

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

新人看護師のリアリティショックに関す
る文献レビュー 2016年 3月 三重看護学誌

18：7–14

石倉夏海，林　智子，
井村香積，濱口幸美

＜著書，訳書＞

著書・訳書の名称
分担領域 発 行 年 月 発 行 所 名 共 著 ・ 共 訳 者 名

2017看護師国家試験問題解答と解説 法橋尚宏
編集，（分担）：30-31

2016年 4月 医学評論社 井村香積

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

新人看護師のリアリティショックに関す
る文献レビュー 2016年 3月

第 20回日本看護研究
学会東海地方会学術集
会（横浜市）

石倉夏海，林　智子，
井村香積

新人看護師のリアリティショックに関
する Sense of Coherenceとソーシャルサ
ポート

2016年 8月 日本看護研究学会第 42

回学術集会（つくば市）
石倉夏海，林　智子，
井村香積

Nursing Students’ Emotional Intelligence 

Levels and Their Learnin from the 

Dfficulty in Commnicating with Patients 

during Clinical Training

2016年 11月 4th Japan China Korea 

Nursing Conference
Imura Kazumi, Hayashi Tmoko

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 28年度三重大学機能強化推
進プロジェクト

三重県の中堅看護職のキャリア開発を支援するため
の生涯学習プロジェクト

林　智子，畑下博世，
谷村　晋，門脇文子，
西出りつ子，井村香積，
石倉夏海，石本恭子

平成 28年度日本学術振興会科学
研究費補助金（基盤研究 C）

チーム医療を担う人材育成のための看護基礎教育プ
ログラムの開発 林　智子，井村香積

平成 28年度日本学術振興会科学
研究費補助金（基盤研究 C）

看護学生の実践的コミュニケーション能力の獲得に
向けた段階的教育プログラムの検討

井村香積，林　智子，
石倉夏海，水野節子
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＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

看護研究学会東海地方会 世話人 井村香積

第 21回看護研究学会東海地方会 プランナー 林　智子

第 21回看護研究学会東海地方会 事務局 井村香積

第 21回看護研究学会東海地方会 企画・運営委員
林　智子，西出りつ子，
井村香積，高植幸子，
石倉夏海，石本恭子

第 47回日本看護学会ヘルスプロモーション学術集
会 査読 井村香積

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

平成 27年度三重県専任教員養成講習会
（平成 28年 1月実施） 看護教育評価演習（講師） 林　智子，井村香積

平成 28年度実習指導者講習会【特定分野】 教育方法・評価方法（講師）
看護教育課程（講師） 林　智子

公立西知多看護専門学校 看護研究 林　智子，井村香積

三重看護専門学校 総合医療論 井村香積

平成 28年三重県新人看護職員体制構築事業 アドバイザー 林　智子
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実践基礎看護学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

Does infrared visualization improve 

selection of venipuncture sites for 

indwelling needle at the forearm in 

second-year nursing students?

2016年 5月 Nurse Education in 

Practice 18：1–9

Keiko Fukuroku, Yugo Narita, 

Yukari Taneda, 

Shinji Kobayashi, 

Alberto A. Gayle

化学物質過敏症患者の病気に関する不確
かさ－MUIS-CとQUIK-Rの関連 2016年 7月 日本臨床環境医学

25（1）：23–28

今井奈妙，横井弓枝，
西井　彩，玉木文葉，福録恵子

化学物質過敏症患者の Quality of Life

－自覚症状・レジリエンスとの関連－ 2016年 7月 日本臨床環境医学
25（1）：29–33

横井弓枝，今井奈妙

The Effect of a Hinoki Cypress Bath 

on the Autonomic Nervous Function, 

Emotion, and Relaxation

2016年 11月

The Journal of The

Japanese Society of

Balneology，
Climatology and 

Physical Medicine 7–11

〔Epub ahead of print〕

Mori Y, Inukai T, 

Isshiki H, Imai N 

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

筋萎縮性側索硬化症におけるコミュニ
ケーション支援 2016年 3月 老年医学

54（3）：247–251
成田有吾

構音障害（運動障害性） 2016年 4月 Medicina 2016増刊号
53（4）：436–440

成田有吾

化学物質過敏症患者のための看護相談室 2016年 4月 アレルギーの臨床
36（6）：59–63

今井奈妙

＜著書，訳書＞

著書・訳書の名称
分担領域 発 行 年 月 発 行 所 名 共 著 ・ 共 訳 者 名

循環・自律神経症状への看護．ナーシング・ア
プローチ 川村佐和子監修，中山優季編集．（分
担）難病看護の基礎と実践 改定版：103–110

2016年 11月 桐書房 成田有吾

コミュニケーション障害の看護．ナーシン
グ・アプローチ 川村佐和子監修，中山優季編
集．（分担）難病看護の基礎と実践 改定版：
145–151

2016年 11月 桐書房 成田有吾
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＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

神経筋疾患のコミュニケーション障害を
めぐる問題点と対策 2016年 5月 第 57回日本神経学会

学術大会（神戸） 成田有吾

Respite admission and the patient’s 
communication stage from a survey of 

people with intractable neurological

diseases in Japan

2016年 6月
2016 Optimizing

Healthcare Quality

(Chiang Mai, Thailand)

Yugo NARITA, 

Makiko (Abe) TABEI, 

Michiko NAKAI, 

Kiyomi Odachi, 

Hitoshi KIKUCHI, 

Yukiko HARADA, 

Kousuke KITANO, 

Chie FUKAGAWA 

化学物質過敏症患者の Resilienceと
Self-esteemの関連 2016年 6月 第 25回日本臨床環境

医学会学術集会（郡山） 横井弓枝，今井奈妙

化学物質過敏症患者の家族関係を中心と
した「生きづらさ」 2016年 6月 第 25回日本臨床環境

医学会学術集会（郡山） 服部純子，今井奈妙

QEESI問診票および EHS問診票を用い
た調査（その 2）－化学物質過敏症患者、
喘息患者、自己申告電磁波過敏症有訴者
および一般人の症状・反応の比較－

2016年 6月 第 25回日本臨床環境
医学会学術集会（郡山）

水越厚史，水城まさみ他 14名，
今井奈妙（14番目）

QEESI問診票および EHS問診票を用い
た調査（その 3）－化学物質過敏性と電
磁波過敏症を同時評価する問診票作成－

2016年 6月 第 25回日本臨床環境
医学会学術集会（郡山）

水越厚史，東賢一他 16名，
今井奈妙（10番目）

医学・看護学合同 IPE講義の成功プロ
セス　どのような経験をしてどのように
達成したか

2016年 7月 第 48回日本医学教育
学会大会（高槻市）

森　洋平，田口智博，後藤道子，
種田ゆかり，福録恵子，
今井 奈妙

健常成人における 3種類の文字盤でのコ
ミュニケーションの速さと負担感の検討 2016年 11月

第 4回日本難病医療
ネットワーク学会
（名古屋）

眞鍋岳男，加藤美桜，西井夏海，
牧　るい，成田有吾

健常成人による感情表出時の負担感の指
標としての心拍変化の検討 2016年 11月

第 4回日本難病医療
ネットワーク学会
（名古屋）

牧　るい，西井夏海，加藤美桜，
眞鍋岳男，成田有吾

健常成人における 50音表記 透明文字盤
での コミュニケーション負担感の検討
－自由記載から－

2016年 11月
第 4回日本難病医療
ネットワーク学会
（名古屋）

西井夏海，加藤美桜，牧　るい，
眞鍋岳男，成田有吾

レスパイトケアの位置づけに関する探索
的文献検討 2016年 11月

第 4回日本難病医療
ネットワーク学会
（名古屋）

石黒妙子，尾宮佳奈，成田有吾

看護師の抗がん剤に対する認識と現状 2016年 11月
第 48回日本看護学会
－ヘルスプロモーショ
ン－学術集会（津市）

津田萌伽，堀口美穂，水谷泰子，
江藤由美，福録恵子

Patient’s communication stage influences

the usage of respite admission for the 

patients with ALS in Japan.

2016年 12月
27th International 

ALS/MND Symposium

（Dublin, Ireland)

Yugo NARITA, 

Kiyomi Odachi, 

Makiko (Abe) TABEI, 

Michiko NAKAI, 

Yukiko HARADA, 

Kousuke KITANO, 

Chie FUKAGAWA, 

Hitoshi KIKUCHI 
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＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

自然素材で改修した住宅への
転居による健康改善効果の検
証

みえ健康住宅セミナー（三重県） 2016年 3月 今井奈妙 県職員，企業

骨の健康　ロコモって何だろ
う？

三重大学高大連携事業
大学模擬授業「プチカレ」
（愛知県立丹羽高等学校）

2016年 11月 福録恵子 高校生

これからの看護学の可能性
－当事者研究から思うこと－

平成 28年度三重大学高大連携交
流会（三重大学） 2016年 11月 今井奈妙 高校教員

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 27～29年度日本学術振興会
科学研究費補助金（挑戦的萌芽
研究）

静脈穿刺ナビゲーションシステム開発に向けた、前
腕部静脈穿刺ハイリスクエリアの検討

福録恵子，種田ゆかり，
成田有吾，前田正幸，
高瀬伸一

平成 27～29年度日本学術振興会
科学研究費補助金（挑戦的萌芽
研究）

環境看護学分野における患者支援理論の開発 今井奈妙，福録恵子，
横井弓枝

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本臨床環境医学会 評議員 今井奈妙

日本臨床環境医学会 理事 今井奈妙

第 47回日本看護学会ヘルスプロモーション学術集
会 口演発表座長 今井奈妙

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

公益社団法人三重県看護協会
三重県保健師助産師看護師実習指導者講習会 実習指導案作成演習：講師 福録恵子

独立法人日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員 今井奈妙

公益社団法人三重県看護協会
三重県保健師助産師看護師実習指導者講習会 看護倫理：講師 今井奈妙

公益社団法人三重県看護協会
三重県保健師助産師看護師実習指導者講習会 看護論：講師 今井奈妙

公益財団法人聖バルナバ病院聖バルナバ助産師学院 基礎助産学・母子の健康生活と環
境：非常勤講師 今井奈妙

社会医療法人畿内会岡波看護専門学校 看護倫理：非常勤講師 今井奈妙

一般社団法人日本サスティナブル建築協会 スマートウェルネス住宅等推進調
査委員 今井奈妙
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名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

（株）トータルヘルス研究所 看護師育成を目的とする環境看護
相談員 今井奈妙

平成 28年度三重大学医学部附属病委員看護部レベ
ル II後期倫理研修 講師 今井奈妙

平成 28年度三重大学医学部附属病委員看護部レベ
ル III後期倫理研修 講師 今井奈妙
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実践看護学領域
がん看護学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

パクリタキセルによる末梢神経障害に対
する温灸セルフケアの効果 2016年 9月

日本統合医療学会誌
第 9巻 第 2号：180–
187

辻川真弓，中村啓子，堀口美穂，
梅岡京子，坂口美和，大西和子

The Effect of Complementary Therapy 

for Hospital Nurses with High Stress
2016年 9月

Asia-Pacific Journal

of Oncology Nursing

September 12

272–280

Kazuko Onishi, 

Mayumi Tsujikawa, 

Kayo Inoue, Kazue Yoshida,

Shina Goto

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

終末期がん患者・家族が思いを伝え合う
ことによる QOLへの影響 2016年 6月 死の臨床 39（1）：

180–184

小林さゆり，辻川真弓，
杉野早也佳，坂口美和

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

がん専門病院から地域一般病院に転院し
たがん患者の転院することの思い 2016年 2月 第 30回日本がん看護

学会（千葉県） 井上智恵，坂口美和，辻川真弓

三重県内 7病院を結んだ多職種緩和ケア
テレビカンファレンスの評価と課題
－その 1．量的検討－

2016年 6月 第 21回日本緩和医療
学会学術大会（京都）

辻川真弓，坂口美和，
中村喜美子，村木明美，
中西健二，奥村恵子，岡本明大，
鈴木志保子，中西伸樹，
中西　希，井上智恵

三重県内 7病院を結んだ多職種緩和ケア
テレビカンファレンスの評価と課題
－その 2．質的検討―

2016年 6月 第 21回日本緩和医療
学会学術大会（京都）

坂口美和，辻川真弓，松原貴子，
福永稚子，大市三鈴，日浅厚則，
奥野和美，中　滉子，松本啓輔，
福田豊洋，中瀬一則

終末期がん患者における嚥下機能と口腔
内環境の変化 2016年 6月 第 21回日本緩和医療

学会学術大会（京都）

竹腰加奈子，東口高志，
辻川真弓，坂口美和，伊藤彰博，
藤井　航，二村明彦，橋本勝利，
菊川栄子

多施設多職種緩和ケアテレビカンファレ
ンスにおける CNSの果たす役割 2016年 6月 第 3回日本 CNS学会 村木明美，中村喜美子，

大市三鈴，辻川真弓

End of Life看護シミュレーション教育
の評価－シナリオの開発とフローによる
評価

2016年 12月 第 36回日本看護科学
学会（東京都）

玉木朋子，犬丸杏里，横井弓枝，
冨田真由，木戸倫子，
大野ゆう子，辻川真弓

End of Life看護シミュレーション教育
の評価－振返り用紙による検討 2016年 12月 第 36回日本看護科学

学会（東京都）
犬丸杏里，玉木朋子，横井弓枝，
冨田真由，辻川真弓
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発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

End of Life看護シミュレーション教育
の評価－ Resilienceと Self-esteemによ
る検討

2016年 12月 第 36回日本看護科学
学会（東京都）

横井弓枝，玉木朋子，犬丸杏里，
冨田真由，辻川真弓

＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

急性期病院で看護の視点が広
がる中範囲理論

看護理論研修プログラム
（三重大学医学部附属病院） 2016年 7月 坂口美和 教育副師長

「聞き書き」って何？
誰でもできる入門案内 みえ生と死を考える市民の会 2016年 10月 坂口美和 一般市民

家族看護 三重県がんにおける質の高い看
護師育成研修 2016年 11月 坂口美和 看護師

がんサバイバーシップ 三重県がんにおける質の高い看
護師育成研修 2016年 11月 辻川真弓 看護師

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 28～30年度　科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成
金）基盤研究（C）

妻を亡くした中年期男性家族の強みに関する研究　 研究代表者：坂口美和
研究分担者：佐々木裕子

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

第 21回日本緩和医療学会学術大会 座長 辻川真弓

第 21回日本緩和医療学会学術大会 査読委員 辻川真弓

日本死の臨床研究会 世話人 辻川真弓

日本死の臨床研究会中部支部会 世話人 辻川真弓

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

平成 28年度三重県保健師助産師看護師実習指導者
講習会 講師 辻川真弓，犬丸杏里

青木記念ホール緩和ケアを学ぶ会 企画・運営委員 坂口美和

三重大学医学部附属病院がんセンター主催第 9回市
民公開講座
知ってほしい！がんと向き合う栄養とリハビリ

パネルディスカッション座長 辻川真弓
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成人看護学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

M県におけるストーマ保有者の災害準
備状況と病院の準備状況 2016年 6月

東海ストーマ・排泄リ
ハビリテーション研究
会誌 26（1）：1–8

吉田和枝，林　智世，伊室真利，
潮田美規，薮木彩子，
古川久美子，大川恵美，
林　恵里，大野佳子，松原明美，
田中千里，稲垣磨奈美，
森美穂子，祖父江亜紀子，
高本亜子，川瀬純子，谷口真理，
中谷多真希，大山泰代

化学物質過敏症患者の Quality of Life

－自覚症状・レジリエンスとの関連－
2016年

7月 15日
臨床環境医学 25（1）：
29–33

横井弓枝，今井奈妙

化学物質過敏症患者の病気に関する不確
かさ；MUIS-CとQUIK-Rの関連

2016年
7月 15日

臨床環境医学 25（1）：
23–28

今井奈妙，横井弓枝，西井　彩，
玉木文葉，福録恵子

The Effect of Complementary Therapy

for Hospital Nurses with High Stress
2016年 9月

Asia-Pacific Journal of

Oncology Nursing　
September 12 272–280　　　　　　　

Kazuko Onishi, 

Mayumi Tsujikawa, Kayo Inoue, 

Kazue Yoshida, Shina Goto

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

Development of an interprofessional

competency framework in Japan

Journal of

Interprofessiconal Care　
Online 28.June

Junji Haruta, Ikuko Sakai,

Mariko Otsuka, 

Hisashi Yoshimoto, 

Kazue Yoshida, Michiko Goto,

Toshinori Shimoi

＜著書，訳書＞

著書・訳書の名称
分担領域 発 行 年 月 発 行 所 名 共 著 ・ 共 訳 者 名

周術期看護 2017年 1月 メディカ出版 中島恵美子，山崎智子，
竹内佐智恵

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

外来通院中の炎症性腸疾患患者の健康状
態と QOLに関する研究

2016年
2月 10日

第 33回日本ストーマ・
排泄リハビリテーショ
ン学会（山梨）

前川厚子，青山京子，竹井留美，
吉田和枝

オストメイト特化型アプリの開発と活用
促進に関する研究

2016年
2月 10日

第 33回日本ストーマ・
排泄リハビリテーショ
ン学会（山梨）

神戸　翼，前川厚子，吉田和枝，
進藤勝久
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発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

女性オストメイトの人生におけるジェン
ダー特有の体験

2016年
2月 10日

第 33回日本ストーマ・
排泄リハビリテーショ
ン学会（山梨）

吉田和枝，竹井留美，前川厚子，
伊藤美智子，藤井京子，
積美保子，遠藤亜希子

女性ストーマ保有者の主観的幸福感 2016年
2月 10日

第 33回日本ストーマ・
排泄リハビリテーショ
ン学会（山梨）

竹井留美，吉田和枝，前川厚子，
伊藤美智子，藤井京子，
積美保子，遠藤亜希子

三重県の災害対策の現状－オストメイト
に焦点を当てて－

2016年
6月 4日

第 65回東海ストーマ・
排泄リハビリテーショ
ン研究会（静岡）

吉田和枝

The effects of systematic drawing of 

Causal Process Diagram

2016年
6月 23日

Optimizing healthcare 

Quality (Thailand)
Sachie Takeuchi

化学物質過敏症患者の Resilienceと
Self-esteemの関連

2016年
6月 17日

第 25回日本臨床環境
医学学術集会（福島） 横井弓枝，今井奈妙

成人期のクローン病患者が自分らしい生
活を獲得するための力

2016年
8月 27日

第 21回日本難病看護
学会 出口真利，吉田和枝

End of Life 看護シミュレーション教育
の評価 －シナリオの開発とフローによ
る評価－

2016年
12月 10日

第 36回日本看護科学
学会学術集会（東京）

玉木朋子，犬丸杏里，横井弓枝，
冨田真由，木戸倫子，
大野ゆう子，辻川真弓

End of Life 看護シミュレーション教育
の評価 －振返り用紙による検討

2016年
12月 10日

第 36回日本看護科学
学会学術集会（東京）

犬丸杏里，玉木朋子，横井弓枝，
冨田真由，辻川真弓

End of Life 看護シミュレーション教育
の評価－ Resilienceと Self-esteemによ
る検討

2016年
12月 11日

第 36回日本看護科学
学会学術集会（東京）

横井弓枝，玉木朋子，犬丸杏里，
冨田真由，辻川真弓

＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

介護技術について 介護研修会
NPO　グループ藤

2016年
7月 30日 竹内佐智恵 看護師，

介護士

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

科学研究費 ポータブル腸電位計を用いた在宅療養者の腸蠕動運
動評価と排泄ケアに関する研究 吉田和枝（分担）

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会 評議員・財務委員 吉田和枝
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＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

若葉病院 ストーマアドバイザー 吉田和枝

四日市市西山町環境調査プロジェクト 調査企画，総括 竹内佐智恵，高橋正昭，
武本行正

ぐるーぷ藤患者家族サポート 患者家族面接支援 竹内佐智恵
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母性看護・助産学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

The validity and reliability of a scale on

postnatal posttraumatic stress symptoms 

related to childbirth among Japanese 

women: Evaluation of the Japanese-

language Version of the Impact Event 

Scale-Revised

2016年 5月 Journal of Women's

Health Care 5：3  1–6

Yoko Obayashi, 

Shigemi Iriyama, 

Asuka Suzeki, Satsuki Obata

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

褥婦のポストトラウマティクグロウス
（PTG）が母乳育児に及ぼす影響　産褥
早期から産褥 3ヵ月までの前向き研究

2016年 2月 医療の広場
56（2）：14–16

入山茂美，大林陽子，
鈴木明日香，小幡さつき，
真野真紀子，木全美智代

平成 23年度 基盤研究（C）　NICU高照
度環境が及ぼす早産児の睡眠・覚醒リズ
ム形成と心身発達の前方視的研究報告

2016年 3月 Web報告 新小田春美

早産児にとってよりよい光環境のパイ
ロットスタディ －アクチグラフによる
活動量と生理学的反応の分析－

2016年 3月 三重看護学誌
18（1），2

白水雅子，新小田春美

保育器の音環境改善のための微細穿孔板
の適用 －保育器内の児の泣き声の特徴
把握と複数の微細穿孔板による吸音性能
の広帯域化－

2016年 3月 日本建築学会 九州支部
研究報告，55， 33–36

穴井　謙，西森亜弥，
新小田春美

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

産褥早期における褥婦のポストトラウマ
ティックグロウス（PTG）の要因 2016年 3月 第 30回日本助産学会

学術集会（京都市）

鈴木明日香，入山茂美，
小幡さつき，大林陽子，
真野真紀子，木全美智代

乳幼児の睡眠生活行動コホート調査によ
る就寝率からみた睡眠リズムの発達的推
移

2016年 7月
日本睡眠学会
第 41回定期学術集会
（東京）

新小田春美，若林哲史，
賎川葉子，清原千賀子，
内村直尚，神山　潤

保育器内の音環境改善のための微細穿孔
板の適用 －保育器内の児の泣き声の特
徴把握と 4種類の微細穿孔板による吸音
性能の広帯域化－

2016年 11月
騒音制御工学会
秋季研究発表会
（名古屋）

穴井　謙，西森亜弥，
新小田春美

妊娠期の体重増加と腰痛発症時期との関
連および対処法 2016年 11月 第 31回三重母性衛生

学会（津市）
安田李香，新小田春美，
賎川葉子，荒川靖子
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＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

母子の睡眠の科学「眠育」 平成 28年度助産師交流集会パー
ト II　三重県看護協会 2016年 11月 新小田春美

三重県看護協
会会員，非会
員

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 27～29年度　科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成
金）基盤研究（C）

出産心的外傷後ストレス症状とその関連要因 研究代表者：大林陽子
研究分担者：入山茂美

平成 28～32年度　科学研究費助
成事業（科学研究費補助金）基
盤研究（B）

NICU明暗環境の時間生物学的評価ツールと子ども
に優しい成育環境基準の検討

研究代表者：新小田春美
研究分担者：穴井　謙，
児玉豊彦，賎川葉子，
若林哲史，盆野元紀，
白水雅子，新小田幸一，
大林陽子

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

第 31回三重母性衛生学会総会・学術集会 企画・実行委員 新小田春美，大林陽子，
山田奈央，賎川葉子

全国助産師教育協議会　中部地区総会・研修会 企画・実行委員 新小田春美，大林陽子，
山田奈央，賎川葉子

全国国立大学法人助産師教育専任教員会議（平成
29年度） 企画委員 新小田春美，大林陽子，

山田奈央，賎川葉子

日本看護学教育学会第 6回学術集会 座長　「教育評価」 新小田春美

日本思春期学会総会 評議員 新小田春美

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

三重母性衛生学会 役員（理事） 新小田春美

第 31回三重母性衛生学会総会・学術集会 大会長 新小田春美

看護教育学会誌査読 演題査読 新小田春美

三重看護学誌査読 査読 新小田春美

日本看護研究学会誌 査読委員 新小田春美

三重県助産師養成確保対策委員会 委員 新小田春美

看護協会事業対策委員 三重助産師会より選出委員 新小田春美

三重県胎児・新生児研究会 役員 新小田春美

三重県看護協会　助産師職能委員会 助産師職能委員 大林陽子
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小児看護分野

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

見て覚える母性・小児看護のポイント 2016年 9月 Clinical Study 37（10）：
13–32

原田通予，仁尾かおり，
村端真由美

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

慢性疾患児をもつ家族による自立支援の
状況～「子どもの社会化と関連機関との
連携」に関する支援～

2016年 6月 第 63回日本小児保健
協会学術集会（大宮市）

仁尾かおり，及川郁子，
西田みゆき，野間口千香穂，
市原真穂，井上由紀子，
河俣あゆみ，黒田光恵，
近藤美和子，半田浩美，
林　亮，込山洋美

医療的ケアを必要とする子どもをもつ母
親がとらえた在宅移行 における看護師
の関わり 

2016年 6月 第 63回日本小児保健
協会学術集会（大宮市）

奥野祐希，村端真由美，
杉本陽子

理事会企画テーマセッション
慢性疾患児の自立に向けた療養支援につ
いて考えよう－慢性疾患児の自立に向け
た療養支援ガイドの具体的活用に向けた
提案－

2016年 7月 日本小児看護学会第 26

回学術集会（別府市）

野間口千香穂，及川郁子，
仁尾かおり，西田みゆき，
林　亮

慢性疾患をもつ子どもの自立のための 

自己決定能力の実際 2016年 7月 日本小児看護学会第 26

回学術集会（別府市）

西田みゆき，及川郁子，
仁尾かおり，野間口千香穂，
林　亮，市原眞穂，河俣あゆみ，
黒田光恵，近藤美和子，
竹ノ内直子，田崎あゆみ

慢性疾患児をもつ親が行う子どもの自立
のための 自己決定能力支援の実際 2016年 7月 日本小児看護学会第 26

回学術集会（別府市）

林　亮，及川郁子，西田みゆき，
仁尾かおり，野間口千香穂，
水野芳子，田崎あゆみ，
込山洋美，染谷奈々子，
金子恵美，大塚　香

先天性心疾患児のレジリエンス強化に向
けた親へのプログラムの評価：参加者の
プログラムに対する意見の分析

2016年 7月 日本小児看護学会第 26

回学術集会（別府市）
藤澤盛樹，仁尾かおり，
高田一美，原口昌宏

先天性心疾患児のレジリエンス強化に向
けた親へのプログラムの評価－親と子の
変化の質的分析－

2016年 7月 日本小児看護学会第 25

回学術集会（別府市）
高田一美，藤澤盛樹，
原口昌宏，仁尾かおり

四日市市　チャレンジデイキャンプ 2016年 7月
第 33回日本小児難治
喘息・アレルギー疾患
学会（仙台市）

村端真由美，東岡　史，
小林正美，益川　薫，伊藤志野，
野間美乃里，長尾みづほ，
藤澤隆夫，貝沼圭吾，桑原　優，
亀田桂子，西森久史，冨樫健二
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発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

Independence Of Children With Genetic

Diseases And Parental Support In Japan
2016年 8月

Integrating Genetics

Across Nursing Practice 

2016 ISONG World

Congress（アイルラン
ド／ダブリン）

Kaori Nio, Ikuko Oikawa, 

Chikaho Nomaguchi, 

Miyuki Nishida, Ryo Hayashi

医療的ケアを要する子どもの母親が退院
後に抱く思い 2016年 9月 第 6回日本小児在宅医

療支援研究会

奥野祐希，村端真由美，
杉本陽子，末藤美貴，井倉千佳，
河俣あゆみ，岩本彰太郎

『子どもが病気を理解する』ために親と
してできることに関する先天性心疾患児
の親の認識の構造

2016年 12月 第 36回日本看護科学
学会学術集会（東京都）

原口昌宏，仁尾かおり，
藤澤盛樹，高田一美

『子どもが前向きに考え行動するために
親としてできること』に関する先天性心
疾患児の親の認識の構造

2016年 12月 第 36回日本看護科学
学会学術集会（東京都）

藤澤盛樹，原口昌宏，
仁尾かおり，高田一美

親を対象とした “先天性心疾患児のレジ
リエンス強化プログラム ”実施後の親の
認識・実践の変化

2016年 12月 第 36回日本看護科学
学会学術集会（東京都）

仁尾かおり，原口昌宏，
藤澤盛樹，高田一美

小児における Clostridium difficileの消化
管保有の実態 2016年 12月 第 36回日本看護科学

学会学術集会（東京都） 村端真由美，矢野久子

＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

心疾患をもつ子ども達の特性
と 成長発達に合わせた支援

全国心臓病の子どもを守る会
三重県支部 2016年 5月 仁尾かおり

患者家族，患
者，医療従事
者

子どもの看護の技を学ぼう 三重県立緑が丘特別支援学校訪
問教育部 2016年 7月 村端真由美，

仁尾かおり

三重県立緑が
丘特別支援学
校訪問教育部
児童

子どもの成長発達と 小児看護
の役割 愛知県立豊田南高等学校 2016年 10月 仁尾かおり 高校生

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 26～28年度科学研究費補助
金（基盤 C）

重症な炎症性腸疾患患児における医療関連感染予防
に向けた排泄ケアプログラムの開発

研究代表者：村端真由美
研究分担者：矢野久子，
加藤はる，内田恵一
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研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 26～28年度独立行政法人環
境再生保全機構委託研究

小児気管支ぜん息の自己管理支援に資する新しい客
観的なアドヒアランス評価指標の開発と確立に関す
る調査研究

研究代表者：藤澤隆夫
共同研究者：長尾みづほ，
水野友美，貝沼圭吾，
平山淳也，村端真由美，
大矢幸弘，山本貴和子，
下条直樹，佐藤一樹，
長門直香，海老澤元宏，
柳田紀之，今井孝成，
中村俊紀，土生川千珠，
小田嶋博，本村知華子，
田中裕子，佐藤泰憲

平成 27～29年度厚生労働科学研
究費補助金
新興・再興感染症及び予防接種
政策推進研究事業

ワクチンの有効性・安全性評価と VPD対策への適
用に関する分析疫学研究

研究代表者：廣田 良夫
共同研究者：森　満，
砂川富正，浦江明憲，
鈴木幹三，福島若葉，
大藤さと子，原めぐみ，
他 10名
研究協力者：葛西　健，
山口真也，大久保一郎，
矢野久子，村端真由美，他

平成 28～31年度　科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成
金）基盤研究（C）

社会で成長する先天性心疾患をもつ子ども（人）の
レジリエンス促進拡大支援モデル構築

研究代表者：仁尾かおり
研究分担者：藤澤盛樹
連携研究者：原口昌宏

平成 28年度戦略産業雇用創造プ
ロジェクト「大学等と連携した
新素材・新技術実用化推進事業」
補助金
（有）　ジーエムティーコーポレー
ション（共同研究）

有限会社ジィーエムティーコーポレーション開発の
抗菌塗装による微生物発育阻止能の検証

研究代表者：村端真由美
研究分担者：中村明子

みえライフイノベーション総合
特区推進費補助金
（有）　ジーエムティーコーポレー
ション（共同研究）

即効性の高い抗菌塗装の長期有効性評価と実用化技
術の確立

研究代表者：村端真由美
研究分担者：中村明子，
矢野久子，奥住捷子

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本小児看護学会 評議員，専任査読者 仁尾かおり

日本小児循環器学会 多領域専門職委員会委員 仁尾かおり

日本看護科学学会　 和文誌編集委員会専任査読委員 仁尾かおり

日本家族看護学会　 専任査読者 仁尾かおり

日本循環器看護学会　 専任査読委員 仁尾かおり

三重県小児保健協会 理事 仁尾かおり

第 52回日本小児循環器学会総会・学術集会 一般演題査読 仁尾かおり

日本小児看護学会第 26回学術集会 一般演題査読 仁尾かおり

第 36回日本看護科学学会学術集会 一般演題査読 仁尾かおり

日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会 専任査読者 村端真由美
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名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

東海地区小児糖尿病サマーキャンプ研究会 世話人 村端真由美

第 47回日本看護学会 ヘルスプロモーション学術集会 座長 村端真由美

第 27回日本外来小児科学会年次集会 実行委員 村端真由美

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

独立行政法人日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員 仁尾かおり

三重県小児在宅研究会 世話人 仁尾かおり

武庫川女子大学看護学雑誌 投稿論文査読 仁尾かおり

ユマニテク看護助産専門学校 小児看護の方法 I疾患（講師） 仁尾かおり

三重災害支援研究会 世話人 村端真由美

愛知感染予防ネットワーク 幹事 村端真由美

四日市市公害健康被害予防事業「チャレンジ・デイ
キャンプ」 運営委員 村端真由美

東海地区小児糖尿病サマーキャンプ 世話人 村端真由美

平成 27年度三重県専任教員養成講習会 講師 村端真由美

三重ファミリールームボランティアの会 顧問 村端真由美

名古屋市立大学大学院看護学研究科 非常勤講師 村端真由美
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老年看護分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

グループホームにおける終末期ケア実践
に関連する要因の検討：管理職に対する
調査から

2016年 1月 老年社会科学会
37（4）：397–405

平松万由子，新野直明

Prolonged effects of acute stress on 

decision-making under risk: A human 

psychophysiological study

2016年 8月 Frontiers in Human 

Neuroscience 10:444

Yamakawa K, Ohira H, 

Matsunaga M, Isowa T

＜著書，訳書＞

著書・訳書の名称
分担領域 発 行 年 月 発 行 所 名 共 著 ・ 共 訳 者 名

ナーシンググラフィカ　老年看護学②
高齢者看護の実践　第 4版　（分担）
グループホーム（認知症対応型共同生活介護）
実習：357–365

2016年 1月 メディカ出版 平松万由子

特集　グループホームの特性を生かした看取り
ケア 2016年 3月 日総研 平松万由子

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

The association between interaction with

the community and disaster prevention 

countermeasures of the vulnerable people 

in the coastal area in Japan

2016年 3月
19th East Asian Forum 

of Nursing Scholars

(Chiba, Japan)

Tokiko Isowa, 

Mayuko Hiramatsu, 

Akiko Kitagawa, Yuka Hattori

A discussion on the cognitive function and 

disaster preparedness of the vulnerable

people living in the southern coast area of 

A prefecture

2016年 3月
19th East Asian Forum 

of Nursing Scholars

(Chiba, Japan)

Mayuko Hiramatsu, 

Tokiko Isowa, 

Akiko Kitagawa, Yuka Hattori 

Study of factors related to the practice of 

end-of-life care in group homes
2016年 3月

19th East Asian Forum 

of Nursing Scholars

(Chiba, Japan)

Mayuko Hiramatsu, 

Naoakira Niino

The problems encountered during the 

development of an operational manual for 

welfare shelters (special shelters for the 

elderly and the handicapped) at nursing 

home

2016年 3月
19th East Asian Forum 

of Nursing Scholars

(Chiba, Japan)

Akiko Kitagawa, Tokiko Isowa, 

Mayuko Hiramatsu, 

Yuka Hattori 

Awareness of local residents in Japan 

regarding support for elderly people with 

dementia in times of disaster 

2016年 3月
19th East Asian Forum

of Nursing Scholars

(Chiba, Japan)

Yuka Hattori, Tokiko Isowa, 

Mayuko Hiramatsu, 

Akiko Kitagawa

災害時要配慮者の支援策の具体化を目指
した住民参加型ワークショップによる介
入の試み

2016年 12月 第 36回日本看護科学
学会（東京）

平松万由子，磯和勅子，
服部由佳，北川亜希子
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発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

施設における福祉避難所運営マニュアル
作成過程において抽出された課題 2016年 12月 第 36回日本看護科学

学会（東京）
北川亜希子，磯和勅子，
平松万由子，服部由佳

＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

福祉避難所運営マニュアルの
策定　熊野市福祉避難所運営
支援事業

三重県健康福祉部 2016年 3月 磯和勅子
社会福祉協議
会職員および
施設担当者等

福祉避難所運営における課題
と対策 南勢志摩社会福祉士会 2016年 6月 磯和勅子 社会福祉士等

災害時要配慮者　平時から避
難所における対策 四日市市役所危機管理室 2016年 10月 磯和勅子 四日市市民

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

中部電力（産学連携事業） 災害時要援護者対策および介護予防活動ならびに避
難所運営支援の検討

研究代表：磯和勅子
研究協力：平松万由子，
北川亜希子，服部由佳

平成 28年度～平成 31年度科学
研究費補助金（基盤 B）

 認知症高齢者へのライフコースアプローチを基盤に
した生きがい支援プログラムの開発 

研究代表：グライナー智恵子
研究協力：磯和勅子

平成 27～30年度
科学研究費補助金（基盤 C）

高齢者および災害時要援護者に配慮した避難所運営
のための地域防災対策支援方法の構築

研究代表：磯和勅子
研究分担：平松万由子，
北川亜希子，服部由佳

平成 28年度三重県・三重大学
みえ防災・減災センター調査研
究事業

災害時要配慮者の地域における支援を目指した指導
マニュアル作成に向けた取り組み

磯和勅子，平松万由子，
北川亜希子，服部由佳，
川口　淳

平成 27～30年度
科学研究費補助金（基盤 C）

認知症高齢者の終末期ケアを担うケア専門職に対す
る実践能力育成システムの開発

研究代表：平松万由子
研究分担：磯和勅子，
北川亜希子，服部由佳

平成 26～28年度
科学研究費補助金（基盤 C）

過疎 ･高齢化地域の認知症高齢者の防災力強化を目
指した支援体制の構築

研究代表：服部由佳
研究分担：磯和勅子，
平松万由子，北川亜希子，
川口　淳
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＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本循環器心身医学会 評議員 磯和勅子

日本行動医学会学会 評議員 磯和勅子

日本認知症ケア学会 代議員 平松万由子

日本認知症ケア学会東海地域部会 部会委員 平松万由子

平成 28年度認知症ケア学会東海地域大会 プログラム委員 平松万由子

平成 28年度認知症ケア学会東海地域大会 シンポジウム座長 平松万由子

第 47回日本看護学会ヘルスプロモーション学術集会 交流集会　講師 平松万由子

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

後期高齢者の運動指導者フォロー研修 講師 磯和勅子

平成 28年度「専門職防災研修」 講師 磯和勅子

平成 28年度「レベル I安全管理 高齢者看護」 講師 磯和勅子

平成 28年度「みえ防災コーディネーター育成講座」 講師 磯和勅子

平成 27年度三重県専任教員養成講習会　看護研究
（分担） 講師 平松万由子

附属病院　平成 27年度レベル II

認知症患者の看護 講師 平松万由子

附属病院　平成 28年度レベル II（第 1～2回）
認知症患者の看護 講師 平松万由子

日本病院会「認知症ケア講習会」 講師 平松万由子

平成 28年度三重県立看護大学地域交流センター認
知症ケア看護師養成研修　認知症看護と倫理 講師 平松万由子

三重大学大学院医学系研究科認知症医療学講座主
催；事例相談会（認知症サポート医フォローアップ
研修会）

世話人 平松万由子

香川大学看護学雑誌第 21巻 1号 投稿論文査読 平松万由子

平成 28年度「みえ防災さきもりコース」 講師 平松万由子，服部由佳，
北川亜希子

三重大学みえ防災塾 運営委員 服部由佳
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広域看護学領域
精神看護分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

Text Messaging for Psychiatric 

Outpatients: Effect on Help-Seeking and 

Self-Harming Behaviors.

2016年 4月
J Psychosoc Nurs Ment 

Health Serv.

54（4）：31–7

Kodama T, Syouji H, 

Takaki S, Fujimoto H, 

Ishikawa S, Fukutake M, 

Taira M, Hashimoto T

A preliminary study to investigate 

relaxation and sleep-inducing effects of 

cedrol. 

2016年 12月 O A J Sci Technol 4: 

article ID 101228 6 pages

Komori T, Tamura Y, Mitsui M, 

Matsui J, Uei D, Aoki S

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

精神看護学実習における看護学生の体験
と学び 2016年 3月 三重看護学誌

18：23–30
田村裕子，児玉豊彦，小森照久

術前心理状態の諸問題に介入した生体腎
移植ドナーの 2症例 2016年 12月 日本臨床腎移植学会雑

誌 4（2）：262–265

田村裕子，浦和愛子，
渡部小央里，長谷川智規，
西川晃平，杉村芳樹，片岡三佳，
小森照久，岡田元宏

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

生体腎移植ドナーの術前心理状態と術後
経過 2016年 3月 第 49回日本臨床腎移

植学会（米子市）

田村裕子，浦和愛子，
渡部小央里，長谷川智規，
西川晃平，杉村芳樹，小森照久，
岡田元宏

Text messaging intervention to promote 

psychiatric outpatients’ help seeking 
2016年 5月

The 7th Asia Pacific 

Regional Conference 

of the International 

Association for Suicide 

Prevention (Tokyo)

Kodama T, Syouji H, 

Takaki S, Fujimoto H, 

Ishikawa S, Fukutake M, 

Taira M, Hashimoto T.

衝動制御困難な入院患者へのストレング
スモデルを活用した看護の取り組み～笑
抱の会＠ JAPMHN26

2016年 7月
日本精神保健看護学会
第 26回学術集会・総
会（大津市）

藤野恭子，片岡三佳，有薗翔吾，
下津一洋，児玉　圭

精神障がいに関する啓発、教育に向けた、
大学と社会福祉施設との連携活動 2016年 7月

日本精神保健看護学会
第 26回学術集会・総
会（大津市）

児玉豊彦

就労継続支援施設を利用する精神障がい
者の看護ケアニーズ 2016年 7月

日本精神保健看護学会
第 26回学術集会・総
会（大津市）

庄司寛子，児玉豊彦
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発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

当院における生体腎移植精神科的評価 2016年 7月
第 27回日本サイコネ
フロロジー研究会
（東京）

浦和愛子，渡部小央里，
長谷川智規，田村裕子，
西川晃平，杉村芳樹，岡田元宏

Characteristics of adolescent suicide in 

Japan compared with other countries
2016年 8月

The 17th Asian

Congress on

Psychosomatic 

Medicine (Fukuoka)

Kodama T

精神看護学実習における社会復帰施設で
の学生の学び 2016年 12月 第 36回日本看護科学

学会学術集会（東京） 田村裕子，片岡三佳，小森照久

＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

Health Care System and 

Medical Care in Japan

フライブルク・カトリック大学
インターンシップ研修 2016年 5月 児玉豊彦

フライブルク・
カトリック大
学研修生

実践！ストレングスモデルに
基づいた精神科看護 日本精神科看護協会岐阜県支部 2016年 12月 片岡三佳 看護師

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 28～30年度科学研究費補助
金（基盤 C）

自殺リスクの高い若者に対する携帯メールを活用し
た自殺予防介入の開発

研究代表：児玉豊彦
研究分担：小森照久，
片岡三佳，田村裕子，
井倉一政，橋本健志

平成 28～30年度科学研究費補助
金（基盤 C）

精油を用いたハンドマッサージを精神看護に導入す
る効果と課題

研究代表：小森照久
研究分担：片岡三佳，
児玉豊彦，田村裕子

平成 28～31年度科学研究費補助
金（基盤 B）

NICU明暗環境の時間生物学的評価ツールと子ども
に優しい成育環境基準の検討

研究代表：新小田春美
研究分担：穴井　謙，
児玉豊彦，賎川葉子，
若林哲史，盆野元紀，
白水雅子，新小田幸一，
大林陽子

平成 28～31年度科学研究費補助
金（若手 B）

生体臓器移植レシピエント・ドナーのアドヒアラン
スに関する研究 研究代表：田村裕子

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本看護研究学会 評議員，査読委員 片岡三佳

第 26回日本精神保健看護学会学術集会・総会
（大津市） 企画委員 片岡三佳
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名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

第 26回日本精神保健看護学会学術集会・総会
（大津市） 座長，査読委員 片岡三佳

日本精神保健看護学会教育活動企画シンポジウム
（津市） 実行委員 片岡三佳，田村裕子

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

新しい精神障害者の地域生活支援を考える会「笑抱
の会」 企画運営 片岡三佳

第 9回全国精神保健福祉家族大会　みんなねっと三
重大会 コーディネーター 片岡三佳

朝日大学 非常勤講師 片岡三佳

徳島大学大学院 非常勤講師 片岡三佳

浜松医科大学 非常勤講師 片岡三佳

兵庫医療大学大学院 非常勤講師 片岡三佳

三重県立こころの健康センター「わかちあいの会」 企画運営 児玉豊彦

平成 28年度　教員免許状更新講習　選択科目 講師 西出りつ子，児玉豊彦

三重大学第 2生協にて 夢の郷クローバーハウス　
パン・クッキー販売 企画運営 児玉豊彦，田村裕子

三重大学祭 夢の郷クローバーハウス「さとのパン」
出店 企画運営 児玉豊彦，田村裕子
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ストレス健康科学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

The significance of proinflammatory 

cytokines and Th1/Th2 balance in 

depression and action of antidepressants.

2016年 12月
Neuropsychiatry 

(London)

6（6）：476–479

Komori T

A preliminary study to investigate 

relaxation and sleep-inducing effects of 

cedrol. 

2016年 12月
O A J Sci Technol

4: article ID 101228 6 

pages

Komori T, Tamura Y, Mitsui M, 

Matsui J, Uei D, Aoki S

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

精神看護学実習における看護学生の体験
と学び 2016年 3月 三重看護学誌

18：23–30
田村裕子，児玉豊彦，小森照久

忍者の知恵に学んでみては？ 2016年 4月 月刊なごや  405：14 小森照久

うつ病と嗅覚、香りの治療への応用 2016年 8月 AROMA RESEARCH

17（3）：8–11
小森照久

術前心理状態の諸問題に介入した生体腎
移植ドナーの 2症例 2016年 12月 日本臨床腎移植学会雑

誌 4（2）：262–265

田村裕子，浦和愛子，
渡部小央里，長谷川智規，
西川晃平，杉村芳樹，片岡三佳，
小森照久，岡田元宏

＜著書，訳書＞

著書・訳書の名称
分担領域 発 行 年 月 発 行 所 名 共 著 ・ 共 訳 者 名

The Ninja－忍者ってナンジャ?!

公式ガイドブック 
2016年 6月 KADOKAWA

監修；山田雄司，荒木利芳，
加藤　進，川上仁一，紀平征希，
小森照久，杉田正明，久松　眞， 
山本好男，吉丸雄哉，脇田裕久

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

生体腎移植ドナーの術前心理状態と術後
経過 2016年 3月 第 49回日本臨床腎移

植学会（米子市）

田村裕子，浦和愛子，
渡部小央里，長谷川智規，
西川晃平，杉村芳樹，小森照久，
岡田元宏

精神看護学実習における社会復帰施設で
の学生の学び 2016年 12月 第 36回日本看護科学

学会学術集会（東京） 田村裕子，片岡三佳，小森照久
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＜講演等＞

演　　題　　名 講　演　会　名
主　催　者 講 演 年 月 講演者名 対　　象

こころの疾患と香り
日本アロマセラピー学会
平成 27年度　中国・四国地方会
（日本アロマセラピー学会）

2016年 3月 小森照久 学会参加者

今夜はぐっすり眠れそう－自
分でできる☆眠り＆リラック
スセミナー－

心の健康づくり講座（志摩市） 2016年 7月 小森照久 一般参加者

忍者の印と呼吸法の効果・ス
トレス対処

企画展「The NINJA－忍者って
ナンジャ !?－」忍者・忍術学講
座②（日本科学未来館）

2016年 9月 小森照久 一般参加者

抗うつ薬の精神神経免疫学的
意義

PNI研究フォーラム 2016（PNI

研究会） 2016年 9月 小森照久 会員

うつ病治療の実際 尾鷲市うつ病講座（尾鷲市・紀
北医師会） 2016年 10月 小森照久 紀北医師会員，

尾鷲市職員

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 28～30年度科学研究費補助
金（基盤 C）

精油を用いたハンドマッサージを精神看護に導入す
る効果と課題

研究代表：小森照久
研究分担：片岡三佳，
児玉豊彦，田村裕子

株式会社アヴ・オヴォ（産学共
同研究）

精神科医療におけるホスファチジルセリンの有用性
の検討 小森照久

平成 28～30年度科学研究費補助
金　（基盤 C）

自殺リスクの高い若者に対する携帯メールを活用し
た自殺予防介入の開発

研究代表：児玉豊彦
研究分担：小森照久，
片岡三佳，田村裕子，
井倉一政，橋本健志

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本生物学的精神医学会 評議員 小森照久

PNI研究会 理事 小森照久

三重抑うつ不安治療研究会 世話人 小森照久

三重県気分障害不安障害研究会 幹事 小森照久

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

尾鷲市健康増進計画策定委員会 アドバイザー 小森照久

アロマテラピー学雑誌 編集委員会同人 小森照久

忍者展実行委員会 委員 小森照久
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地域看護学分野

＜原著＞

学  術  論  文  の  名  称 発 行 年 月 発  表  誌  名
巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

Daily salt intake estimated by overnight 

urine collections indicates a high 

cardiovascular disease risk in Thailand

2016年 3月
Asia Pacific Journal of 

Clinical Nutrition

25（1）：39–45

Yokokawa H, Yuasa M, 

Nedsuwan S, Moolphate S,

Fukuda H, Kitajima T, 

Minematsu K, Tanimura S, 

Marui E

Relationship Between Oral Dysfunction, 

Physical Disability, and Depressive Mood 

in Community-Dwelling Elderly Adults 

in Japan.

2016年 8月
Journal of the American 

Geriatrics Society

64（8）：1734–1735

Chang NY, Kimura Y, 

Ishimoto Y, Wada T, 

Fukutomi E, Chen WL, 

Sakamoto R, Fujisawa M, 

Okumiya K, Matsubayashi K

Semantic Examination of a Japanese

Center for Epidemiologic Studies 

Depression: A Cautionary Analysis Using 

Mixed Methods

2016年 12月
Canadian Journal of

Nursing Research

48（3–4）：80–92

Saint Arnault D, Hatashita H, 

Suzuki H

＜総説，報告，資料，論説，解説，その他＞

総説， 報告， 資料， 論説
解説， その他の名称 発 行 年 月 発  表  誌  名

巻 （号） :  頁 著 者 ・ 共 著 者 名

看護学の博士教育プログラム－三重大学
における看護学専攻博士後期課程の開設
とその意義－

2016年 3月 三重看護学誌
18：1–5

畑下博世，林　智子

Modeling of access for costing and 

distance to medical facilities and of 

medical care zones in Benin

2016年 10月
Journal of International 

Health

31（3）：185

Okayasu T, Tanimura S,

Kobayshi K, Endo T

Geographic accessibility affects patient’s 
choice of health facilities: a case of Allada 

health zone in Benin

2016年 10月
Journal of International 

Health

31（3）：189–190

Tanimura S, Okayasu T, 

Kobayshi K, Endo T

＜口述発表＞

発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

人の移動と感染症流行のモデリング 2016年 3月
日本人口学会　関西地
域部会
2015年度研究会

谷村　晋

有料老人ホーム入居高齢者におけるフレ
イルと QOLの関連 2016年 6月 第 58回日本老年医学

会学術集会（金沢市）

石本恭子，和田泰三，笠原順子，
木村友美，坂本龍太，藤澤道子，
奥宮清人，松林公蔵
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発　表　演　題　名 発 表 年 月 学 会 研 究 会 名
（開 催 地） 発　表　者　名

Sustained motivation to stop smoking in 

a smoking cessation trial: lesson from the 

ESCAPE trial Thailand

2016年 8月

6th Asia-Pacific 

Conference on Public 

Health/ 1st ASEAN 

Health Promotion 

Conference

(Bangkok, Thailand)

Myo Nyein Aung, 

Motoyuki Yuasa, 

Saiyud Moolphate, 

Hiroshi Fukuda, 

Tsutomu Kitajima, 

Thaworn Lorga, 

Hirohide Yokokawa, 

Kazuo Minematsu, 

Susumu Tanimura, 

Yoshimune Hiratsuka, 

Koichi Ono, Sachio Kawai,

Yaoyanee Suya, 

Somboon Chumvicharana, 

Eiji Marui

給与水準と看護師数の地域相関－空間パ
ネルデータ分析による検討－ 2016年 10月 第 75回日本公衆衛生

学会総会（大阪市）

谷村　晋，青百合恵，
西出りつ子，石本恭子，
畑下博世

地域在住高齢者の閉じこもり要因に関す
る横断的検討 2016年 10月 第 75回日本公衆衛生

学会総会（大阪市）

石本恭子，谷村　晋，
西出りつ子，西山雅代，
畑下博世

1歳 6か月児健康診査総合判定の要経過
観察に関連する健診項目 2016年 10月 第 75回日本公衆衛生

学会総会（大阪市）

中村真梨子，石本恭子，
谷村　晋，西出りつ子，
西嶌知子，上田紀子，河田志帆，
畑下博世

3歳児健診受診児のう蝕と歯科保健行動
の 2歳 6か月児う蝕予防事業導入前後の
年代比較

2016年 10月 第 75回日本公衆衛生
学会総会（大阪市）

東谷真希，西岡郁玲，
西出りつ子，石本恭子

The association between fall risk and 

QOL among high-class-grade nursing 

home residents: a cross-sectional study.

2016年 11月

Nursing Home 

Research International 

Working Group 

(Barcelona, Spain)

Ishimoto Y, Wada T, 

Kimura Y, Sakamoto R,

Fujisawa M, Okumiya K, 

Matsubayashi K

健康医学研究のための大学院統計学教育
方法に関する研究（5）－看護系大学院
生に必要な統計的知識・技術について－

2016年 11月 第 25回日本健康医学
会（東京都）

中野正孝，西脇理恵，
福井龍太，西出りつ子

Rと GISソフトの連携 2016年 12月

2016年度統計数理研究
所共同研究集会「デー
タ解析環境 Rの整備と
利用」（立川市）

谷村　晋

＜公的機関，民間等との研究上の協力状況＞

研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 28～30年度　科学研究費補
助金（基盤 C ）

育児中の在日ブラジル女性の災害時支援－異文化ケ
アモデルの構築－

畑下博世，谷村　晋，
西出りつ子，石本恭子

平成 26～28年度　科学研究費補
助金（挑戦的萌芽 ）

里帰り分娩後から 1か月間における初めて母親・父
親となった夫婦の 3人家族作りの体験

保田ひとみ，畑下博世，
柳原真知子

平成 27～30年度　科学研究費補
助金（若手 B ）

フレイルの実態と予防に関する研究・ケア付き老人
ホーム入居者のケアモデルを目指して 石本恭子
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研 究 補 助 機 関 名 研　究　課　題 研　究　者　名

平成 27～29年度　科学研究費補
助金（挑戦的萌芽 ）

看護系大学院生のための英語論文作成用統計教育及
び視覚的統合学習支援システムの検討

中野正孝，中村洋一，
西出りつ子，福井龍太，
西脇理恵

平成 28～30年度　科学研究費補
助金（基盤 C特分 ）

アジア地域における高齢者のフレイルに関する複合
的研究

木村友美，笠原順子，
石本恭子，岩崎正則

平成 28年度　三重大学機能強化
推進プロジェクト

三重県の看護職のキャリア開発を支援するための生
涯学習プロジェクト

林　智子，畑下博世，
谷村　晋，門脇文子，
西出りつ子，井村香積，
石本恭子，石倉夏海　

＜学会における活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

日本公衆衛生学会 査読委員 谷村　晋

第 31回日本国際保健医療学会一般演題 座長 谷村　晋

日本国際保健医療学会第 34回西日本地方会一般演題 座長 谷村　晋

日本国際保健医療学会 代議員 谷村　晋

日本国際保健医療学会西日本地方会 共同代表 谷村　晋

日本計算機学会 2016年度計算機統計セミナー 講師 谷村　晋

日本健康医学会 評議員 西出りつ子

第 47回日本看護学会－ヘルスプロモーション－
学術集会 抄録選考委員・口頭発表座長 西出りつ子

第 21回日本看護研究学会東海地方会　学術集会 企画・運営委員 西出りつ子，石本恭子

日本登山医学会 代議員 石本恭子

＜社会的活動＞

名　　　　　称 活　 動　 内　 容 活　動　者　名

京都学園大学 非常勤講師 畑下博世，谷村　晋

M-MUSCLE 委員 畑下博世

第 7回多文化共生フォーラム シンポジスト 畑下博世

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構 地球規模
保健課題解決推進のための研究事業課題評価委員会 評価委員 谷村　晋

神戸大学 非常勤講師 谷村　晋

鈴鹿医療科学大学 非常勤講師 西出りつ子

H28年度　三重県保健師助産師看護師実習指導者
講習会（特定分野）実習指導の実際（公衆衛生看護
学） 

講師 西出りつ子

平成 28年度　教員免許状更新講習　選択科目 講師 西出りつ子，児玉豊彦

三重県建築審査会 委員（副委員長） 西出りつ子


